
演習プリント

不定積分 月 日 名前

不定積分  ( 、  は積分定数)

性質  ( 、  は定数)

確かめ 答えを微分して、もとの関数に戻れば正しい

解き方と練習問題

derivon.app/p/d2-integral-power

x dx =∫ n
​ +

n + 1
xn+1

C n = 0,  1,  2,  ⋯ C

{kf(x) +∫ lg(x)} dx = k f(x) dx +∫ l g(x) dx∫ k l

次の不定積分を求めよ。

(1) (2) (3)

1

x dx∫ 3 (4x +∫ 3) dx (6x −∫ 2 2x + 5) dx

次の不定積分を求めよ。

(1) (2)

2

(x +∫ 1)(x − 3) dx (2x −∫ 1) dx2

 を求めよ。3 (t −∫ 2 3t) dt

、  を満たす関数  を求めよ。4 F (x) =′ 3x −2 4x + 1 F (1) = 2 F (x)

曲線  上の点  における接線の傾きが  で、この曲線は点  を通る。

を求めよ。

5 y = f(x) (x,  y) 2x − 4 (1,  0) f(x)

 は誤りである。理由を述べ、正しく求めよ。6 x(x +∫ 2) dx = ​ ​ + 2x +
2
x2 (

2
x2 ) C

関数  の導関数は  (  は定数) で、 、  である。  を求めよ。7 f(x) 4x + a a f(0) = 2 f(1) = 5 f(x)

関数  の導関数は  で、  の極小値は 0 である。  を求めよ。8 f(x) x −2 2x − 3 f(x) f(x)



演習プリント  解答

不定積分

Derivon

(1) (2) (3)1
​ +

4
x4

C 2x +2 3x + C 2x −3 x +2 5x + C

(1) 展開して 

(2) 展開して 

2 (x −∫ 2 2x − 3) dx = ​ −
3
x3

x −2 3x + C

(4x −∫ 2 4x + 1) dx = ​x −
3
4 3 2x +2 x + C

 (変数が  でも同じように積分する)3
​ −

3
t3

​t +
2
3 2 C t

。  より 4 F (x) = x −3 2x +2 x + C F (1) = C = 2 F (x) = x −3 2x +2 x + 2

 なので 。  より 、5 f (x) =′ 2x − 4 f(x) = x −2 4x + C f(1) = −3 + C = 0 C = 3

f(x) = x −2 4x + 3

積の不定積分は、それぞれの不定積分の積ではない (右辺を微分しても  にならない)。展開し

て 

6 x(x + 2)

(x +∫ 2 2x) dx = ​ +
3
x3

x +2 C

。 、  より 。7 f(x) = 2x +2 ax + C f(0) = C = 2 f(1) = 4 + a = 5 a = 1 f(x) = 2x +2 x + 2

。  は  の前後で − から + に変わるの

で、  で極小。  より 

8 f(x) = ​ −
3
x3

x −2 3x + C f (x) =′ (x + 1)(x − 3) x = 3

x = 3 f(3) = −9 + C = 0 f(x) = ​ −
3
x3

x −2 3x + 9


